
一般財団法人　戸田みらい基金 （第3回建設に関する教育振興に係る助成事業）

＜活動報告書＞ ＜活動状況写真＞

【写真1】

【写真2】

【写真3】

（状況説明）

　本校、本館をドローンにより
撮影し、その写真を基にフォト
グラメトリを行い、本館を精細
３Ｄモデル化を行った。撮影し
た写真は約1,500枚。
写真１は、本館北側正面。

②担当者

フリガナ

フリガナ オオサカシリツ　ミヤコジマ　コウギョウ　コウトウガッコウ

①団体名・学校名 大阪市立都島工業高等学校

氏名

所属
役職

都市工学科・科長

TEL ０６－６９２１－０２７６

（状況説明）

　本校、本館をドローンにより
撮影し、その写真を基にフォト
グラメトリを行い、本館を精細
３Ｄモデル化を行った。撮影し
た写真は約1,500枚。
写真２は、本館南東側側面。

④活動期間 ２０２１　年　６　月　　～　　２０２２　年　１　月

⑤活動内容
を記載

E-mail

③申請テーマ 無人航空機を用いた体系的な教育方法の検討

無人航空機を用いた体系的な教育方法の検討

・2021年６月より無人航空機による予備知識として関連法案およびプライバ
シーや肖像権への配慮に関する学習を行った。その後、無人航空機の飛行の方
法・原理を学習した後、学習内容のまとめ発表をパワーポイントを用いて行っ
た。
・9月よりドローン操作方法の習得とプログラミングを利用したドローン操縦
方法の検討を研究班を2分割し平行して同時に作業を進めた。
・ドローン操作方法の習得班は、その後、本校の校舎を撮影し、フォトグラメ
トリーソフトウェアを用いて、３Ｄモデル化の作業に移行した。３Ｄモデル化
については、撮影方法や写真解析の効率化について、繰り返し作業を行い、写
真１および写真２のような３Ｄモデルを作成した。
・プログラミングを利用したドローン操縦方法の検討は、目的地に移動するた
めに、最適経路を検討し、プログラムにて計画飛行するプログラム練習と、飛
行精度の検証を行った。
・プログラミング言語の違いによるドローン操作方法の違いの検証は、時間の
都合で実施することは出来なかった。

（状況説明）

　室内にて、プログラミングに
てドローンを計画飛行のテスト
を行っている様子。

⑥活動費用合計 205,425 円

⑦別紙説明資料
の有無

ある　　・　　なし


	①活動報告書、活動状況写真 (2)

